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 緒  論

 文  献

緒   言

 生活物質ハ凡テ水分ヲ含有シ，水分テ含有スルモノノミガ生活物質タルノ可能ヲ有スル事

ハ周知ノ事費ニシテ，水ナキ財ニハ生命ナシト迄青ハひシ所ナリ．而シテ水分ノ有無ハ直ヂ

ニ生命テ左方1シ機能ノ流長テ將來ス．組織成ハ細胞ノ酎へ得ル極小水分含有量ニハ組織或ハ

細胞ノ種類ニョリ白ラ差異アルガ如シ．之ヲ植物界二親ルニ著シク乾燥セル植物種子式ハ金

ク乾枯セルガ如ク見ユル麟苔類ガヨク生命テ保持ジニ度漁澗テ得レハ濫渕タル活動ヲ臥始ス

ルハ目覚吾人ノ経験セル所ナリ．熱レドモ生濡物質ノ酎へ得ル水分含有量ノ墳加或ハ減少ニ

ハー麻m境界アリ．nji・ノ植物納胞二於クル研究ニヨルニ，或ルモノハ90名ノ撚度ニテ蛎

二「プラスモリーぜ」テ起セルニ或ルモノハ87．5％ノ漁度ニテ始メテ「プラスモリーぜ」テ超ゼ

ルテ書登セリ．荷苔類ノ或ル種二於テハ濃硫酸上二5日間乾燥シテ荷之二耐へ得ルデ誼明セリ

面シテ新タノ如キ植物納胞ノ乾燥二対スル抵抗カハ，納胸原形質ノ濃度・細胞麟ノ宥穣及形態

等二著明ナル開係テ有シ，原形質ノ濃度大ナル程，細胞髄容赦小ニシテ形態ノ不正形ナル程乾

燥二耐へ得ルカ大ナリト言ヘリ．勿論之ハ「フラスモリーゼ」現象デロ穣トシテノ實験ナリ．

 更二高等動物臓暑器或ハ細胞機能ノ乾燥二対スル抵抗カハ如何。文献テ按ズルニ1922年二於

テ，個髄ヨリ遊離シ木乃伊化セル臓器ガ再ビ生活シ付ルコト可能ナリ〕7生物學的見地ヨ

リ遊ダ興味アル事費ガKrawkowニョリテ護明セラレタリ．馳チ家兎耳殻及人ノ予指テ硫酸

乾燥器中二5ク月間保持シ，英ノ血管申二「アドレナリン」テ注入スレバ血管ハ之二反嬢シテ

吹縮シ，人ノ手指二於テ共ノ皮下二「ピロカルピン」テ注射シテ褒汗作用テ認メタリ。氏ハ

之ラニ皿テ期ル臓器ハ倫生活カラ有スルモノト思考シクリ．S1owt・owハ乾燥セル家兎腸管ガ
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「テロ｝デル」溶液中ニテ蠕動運動テナセルラ認メタリト言フ．1927年Moroεowハ遊離乾燥

セル蛙心ガ「リンゲル」溶液中ニテ数時間規則的糟動テ螢ム事テ讃セリ。印チ易蝸セル蛙心テ

rリンゲル」溶液ニテ壊流シテ血液テ洗ヒ硫酸乾燥器ニテ室温（17・一20度）ニテ3時間乾燥セ

リ．北ノ場合ノ蛯心重量ハ乾燥前ノ25劣二減少シヰタリト云7．絢之レ以上二乾燥セル場合

ニハ實験ハ不成助二終レリ．愉氏ハ他ノ方法師チ組織ノ鐙外培養法ニヨリ乾燥セル蛙心ダヨ

ク生活セルコけ謝”セリ．帥チ蛙心ヲ大動脈ノー部ト共二別出シ室温ニテ硫酸乾燥器中二

20分乃至数時間置キ前重量ノ30乃至20宕迄乾燥シ，玖二「リンゲル」溶液中二1－3時間浸漬

シテ殆ンド以前ノ容積二恢復スルニ及ピ蛙心ヲ細微シテ之テ蛙プラズマ」中二培養セリ．総

ル時ハ組織片ハ培養基中ニテ20上30日二夏リテ収縮運動テナシ絢組織細胞ノ生長ヲモ認メク

リト言フ更二同氏八家兎ノ30－40日間乾燥セル耳殻ノ血管ガ組織水分含有量ノ7ト91劣脱水

セル場合モ「Iアドレナリン」，「ニコチン」，rコカイン」，堕化バリウム」等ノ築物二反廠シ，而

シテ乾燥組織ノ組織學的検査二於デモ少数ノ「ピクノーゼ」ノ外ハ著名ナノレ愛化ナキ事テ確メ

タリト言ヘリ． Ka11as，Heimuthハ擬化カルチウム」ニテ重最ノ51％迄乾燥セル海狽卵巣

ガ移植可能ニシテ，乾燥極限ハ50乃至60％ノ間ナラント想像セリ．

 更二腫瘍組織殊二家難民腫ノ乾燥二勤スル抵抗カノ著名テルハ該腫瘍ノ興味アル特性トシ

テ多数學者ニョリ疏究セラレタル所ナリ（陣1越・中原・Ha盆g㎝）．可移植性家難民腫ノ起源ガ

細胞説ナルト，無細胞読ナリトヲ間ハズ，該腫瘍細胞ノ耐乾燥性ノ著大ナル事ハ普ク學者ノ

認ムル所ナリ．R…，Mu・phy，Tyti・・ハ「ラウス」家鶏肉腫ガ乾燥粉末状態ニテ6ケ月間貯

藏後衛コク可移植性テ保テル事テ講シ，中原氏ハ組織培養法ニョリテ乾燥家難肉腫細胞ガ能

ク蘇生カテ保有ス㍗コトテ讃シ，H・・g㎝ハ「ラウス」剛唾ノミナラズFi・・he・氏ノ砒素ニョ

ル人工的肉腫モ耐乾燥性二宮メル事テ言登明セリ．隅越氏ニョレバ藤浪・稻本家筋肉腫二於デ

モ乾燥二掲シ弼寺抵抗テ有シ，假令假死状態二陥レリダルモノアルモ，之テ適當ノ條俳ノ下

二置ク時ハ容易二蘇生セシメ僧ト言7．

 上述諸家ノ研究テ通麗スルニ，植物細胞ノiナラズ，動物臓器或ハ細胞モー定度ノ範園内

二於テハ能ク乾燥状態二耐ベテ英ノ機能テ保有スルコトハ想像二難カラズ之レ生物學的見

地ヨリ遊ダ興趣アル事費ナリトセザルヘカラズ．撚ラバー般二健態組織成ハ細胞ハ如何ナル

程度ノ耐乾燥凹…ヲ有スルモノナリヤド言フ事堂燃問題トナルベシ．前述ノ諸家ハ組織成ハ細

胞ノ生活カノ有無或ハ生死ノ側別チ組織艘外培養移殖試験或ハ血管ノ収縮運動二求メタルモ

余ハ細胞夫白身ノ機能二重キナ置キ，細胞生死ノ判別基準テ細胞ノ墨粒貧食・或ハ「ノイトラ

ール赤ニコル超坐髄染色二求メテ實験シ，細胞夫自身ノ耐乾燥性ノ如何テ決定セント企テタ

リ．之レ生物學上叉細胞學上興味アル問題ナリト信ジ，二・三實験ノ結果ヲプ‘二報告セント

ス．

第一章 賓験方法

材料ハ廿H鼠ノ皮下縞綿織及腎臓チ用ヒ，之ガ乾燥方法トシテハ題化カルチサム」ノ乾燥器テ流水吸引
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簡ニテ器内空魚低駆ノ下二使用セリ，英ノ方法テ簡単二左二言巴スベシ．先グ属殺直後ノ健常ナル廿日鼠ヨ

リ無菌的操作ノ下二皮下縞綿織成ハ腎臓チ取リ，化勢天秤ニテ組織重量チ正確二工瓦ノ千分ノ1或ハー万

分ノ1迄秤量セリ．組織片バ可及的小ナル毛ノド成シ，乾燥時二笛リ組織乾燥ノ程度ガ組織ノ表面ト中心

トニヨリ超ル差異チ小ニセソコトニ努力セリ．余バ皮下組織片ノ重量ハ凡ソ1式ノ100分ノ9乃至10q分ノ3

程度二於テ賀験セリ、腎臓二於ケル實駿ニテハ臓器ヂ英ノ儘毒験二供シ，特二分割スルコトハナサザリキ。

即チ雲母テ極メテ蒲ク剥離シ（重量ハ1式ノ100分ノ3乃至100分ノ6），滅菌シテ清浄ナル雲母板上二上書目ノ

重量ノ組織片或ハ臓器全髄ヂ載セテ速二秤量シ，雲母板二載セタル儘テ騒化カルチウム」乾燥器中ニテ乾

燥セリ．流水郷筒ニテ途燥器中ノ空氣チ抜キシハ低歴ニテ現時間ニテ乾燥セシムル爲ナリ。期クシテ得タ

ル乾燥組織チ再ビ秤量シテ其ノ乾燥セル種皮チ定メタリ。

 皮下組織細胞ノ生死ヂ判別スル標準トシテハ，rノイトラール赤二目ル超生髄染，墨粒貧食及ビ「ヲビー

レ・オキシダーせ」反騰チ使用セリ．之等諦反騰チ試ムルニ箱リテハ乾燥組織片テRi㎎・氏液（食盤O，9，

盤化カルチウム」O，2，鰹化カリウム」0，2，重炭酸曹達O，1，蒸溜水1000）二浸漬スル事1時間乃至5時間ニシ

テ組織バ水分チ合ミテ軟化セル略二於テ之ヂ施セリ．耐シテ俺浸漬後組織重量チ食ノ偽秤量セリ・

 「ラビーレ’オキシダーゼ」反騰ニハ「アルファ・ナフトール」及「ヂメチニル・ハラフェニーレソ・デァミy」

ノ夫々10000倍生理的食麗水溶液テ同量二混合セルモノテ用ピタリ．rノイトラール赤超生髄染色ニハ該色

素ノ20000倍乃重50000倍生理的食麗水中二浸漬シタヅ墨粒貧食試験ニハ紅花墨汁ノー定濃1度R丘㎎e・氏

溶液ヂ用ピタリ．之等ノ方法ハ余ガ本研究第一報二述ベタルト金ク回ジ．

 實験二用bシ組織片ハ小ナリト難毛其ノ乾燥程旗ハ組織ノ表面ト中心トハー様ナヲズ，表面ハ乾燥シ易

ク，中心郡ハ乾燥シ難シ．従ツチ薬ノ生命反騰ノ稚座；巨組織ノ表面ト1中心郡トハ異ナルベキヂ以テ，之が

上言巴講反騰チ行フニ篭リ組織ノ表面ノ部十中心部トチ分チテ夫々反騰陽性度ラ’決定シクリ．

 環境温度ガ生命反騰ノ存続期間テ左右スルー大原因ナルコト八本研究第一報及第二報ニテ脱カナリ．故

仁本乾燥實験二於デモ實験時ノ室温チ正確二記スルチ要ス．余ハ乾燥器ノ直接用圃二最高最低寒暖責十テ置

キナ湿度チ測定セリ．

。曲實験材料タル皮下緒締織ハ純粋ノ髭粘性縞綿織ノミナヲズ常二歩タノ皮下脂肪織テ混ジタリ．

第二章賓験成績

第一節 廿日鼠皮下組織二於ケノン實騎成績

 上記ノ實験方法ニョリテ廿日鼠皮下緒締織テ乾燥シ，之二就テ「ノイトラール赤超生鑓染

色及墨粒貧食試験テ施シ槍シタル一次表ノ如シ．但シ第1表ハ冬季二，第2表ハ夏季二行ヒ

タル賛験域績トス．但シ表中冊ハ彊陽性二，十十八中等度二，十八懐二，士ハ極メテ健二陽性

ナルテ示シ，一八合ク陰性ナルヲ示ス．表面トアルハ乾燥組織片ノ表暦ノ部テ，中心ハ組織

ノ中心部テ意味ス．損失璽量牽トアルハ乾燥前後ノ組織重量差ヲ乾燥前重量ニテ除セル商二

I00テ乗ぜル数値ナリトス．釦チ水分脱出率ナリ．

 一見シテ明カナル如ク，細胞ノ墨粒貧食就或ハ「ノイトラール赤超生髄染色ト，組織ノ乾

燥ニコル重量減少度トハ密接ナル鰯係ノ存在スルコト明瞭ナリ、帥チ冬期二於テ行ヘル實験

成綾第1表ニテハ損失重量牽33．9％以下二テノ種々ナル乾燥皮ニテハ墨粒貧食及「ノイトラ
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第一表 甘口鼠皮下組織球憧細胞ノ乾燥實．験（冬期）

番

號

1

2

3

4

5

11

8

9

10

11

ユ2

13

14

15

16
・・1

温渡
（C。）

 20
20＿18

 18
 20
20＿18

 20
16－18

 19
 19
12－20

15＿20

 20
15－19

15－19

10－18

15－20

 19

乾燥前

兎量
（珂）

o．091

0，113

0．061

0．065

0．095

0．073

0．063

0．0189

0．0447

0．081

0．059

0．092

0．0284

0．0279

0．082

0．042

0．0059

簑燥監j纐最

伐）1（％）

0．080

0．091

0幻49

0．052

01076

：ll：：

。。1。。1

0．0287

0．052

0．036

0．054

001531

1：1121

1111，1

12，1

ユ9，5

19，7

20，0

20，0

30，6

33．2

…1
35，8

35，8

39，0

42，4

46，1

49，1

52，4

59，5

76．2

趨生駒

染色
表南印．業

± 十

一弁
士 冊

±冊
±什
±什
±井
・ 什

士甘

墨粒貧食

茨面中心

・ 十

・ 榊

一科
±甘
・ 壮

士号
±什
・ 甘

・十十

，「

乾燥

時間

5

8

2

2

6

6

9

5

5

11．5

23

4

17

17

46

23

5

浸漬軟

化時間

3

2

1．5

1

2

3

3

1

1

11

3

2

3

3

5

3

1

浸漬後

重量
O．092

0．110

0．080

0．072

0．092

0．074

0．063

0．0200

0．0443

0．081

0．061

0．093

0．0271

0．0257

0．080

0．043

第二表 廿日鼠段下組織球性細胞二於ケル乾燥實験（夏期）

番

號

1

2

3

4

5

6
・1

引

10

11

12

13

14

15

16

171

温度
（C。）

23＿25

 23．5

 25
27＿30

 25
28＿29

28＿29

25＿一26

25－26

 29
 29
23．5＿24

 28
 29
25＿25，5

19＿25

19＿25

乾燥前

重量1
（珂）

0．0865

0．0603

0．0740

0．0705

0．0505

0．0913

0．0700

00865 P
0．0778≡

O．0433

0．04651

0．0570

0．0368i

O．0530

0．0365

0．u55

0．0933

乾燥後1

重量■
（瓦）

0．0795

0．0508

0，06】0

0．0565

0．0400

0．7m
：1：1：1

：lll：l

lll：ll

llll：l

lll：1：

O．0490

損失重量1超雌一塁粒

（％）染色貧食

 8，1 什1什
 15・8  料  什

 17・6  什 一仕
 ユ9，9

 20・8  什  井

 22．2  ±   ±

 24．1  土   土

 24．2 ＋ 1＋
 25・1 士 ．士
 25，4

 25．8

2τ6 ＋≡十
 29，3

 33，0

 40，3

 45，3

 47．5

ナキシ
ダーセ1

反腰

柵

冊

柵

拙
十十

士

十

士

十

七

十

十

±

乾燥f

時間1

31
11
11
24

1

5 ．

6

3

9

4

6

2

1

6

5

20

24

浸漬

時間

1．5

1

1

2

1

1

1

0．5

1

1

1

0．5

1

1

1

2

2

口ル赤趨生髄染色ハ凡テ陽性ニシテ，該率以上ノ乾燥組織ニアリテハ陰性ナリ．但シ42，4名

ニテ陽性成績テ得タルモノ1個アリー夏期實験成綾第2表ニテハ乾燥ニョル重量損失牽25．1

完以下二アリテハ貧食及超生鑓染色ハ共二陽性ニアラハレ，夫以上ノ損失重量率ニアリテハ
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陰性テリー但シ27，6％ノモノハ1個陽個1ニアラハレタリ．組織球憧細胞ノ「ラビ1ノ・オキシダ

ーゼ」反騰ハ塊2表二示ス如ク，超生鵠染色及貧食機能ヨリモ耐乾燥性彊ク，損失重量奉33．0

名以下ノ乾燥組織二於テハ陽性ニシテ，該率以上ノ乾燥組織二於テハ陰性ナリ．又冬期實験

成績ト夏期實験成績け比較スルニ，参期（實験溜度10－20皮）二於ケル細胞機能ノ耐乾燥惟

ハ夏期（實験混皮19－30度）二於ケル夫ヨリモ高度ニシテ，貧食及超生髄染色ノ現レ得ル極限

重量損失率ハ冬期ニテ42－4％，夏期ニテ27．6％テ得タリ．而シテ各期二於テハ33．9劣以下二

於テ，夏期二於テハ25・1％以下二於テ常二陽化膿績テ得タリ・街乾燥時間二於デモ各期ト夏

期トニ差異テ認ム．貧食＝及超生鐙染色陽伐ナル組織ハ乾燥時間各蜘二於テハ9時間以下ノ乾

燥組織テルニ，夏期二於テハ6時聞以下ノモノナリ・

 又組織片二於ケル貧食及超生鑓染色反確ハ乾燥組織ノ中心部ト表暦部ニヨリ異テルハ第1

表ニテ明示サレタリ．一般二組織中心部二比シテ表層部八反悠細胞ノ数減少シ且ツ反騰像ハ

鮮明テ鉄ク．帥チ歴々組織中心部二於テハ貧食及超生髄染色反鷹共二鮮明美麗二出現スル二

反シ，表暦・部二於テハ墨極貧食細胞ハ極メテ健二出現スルカ或ハ金ク現ハレス，墨泣ノ細胞

鐙表面二吸着セル際ノミ著名ナル事アリ．更二乾燥スル時ハ塁粒吸着際モ陰性トナル．超生

駿染色ニテハ「ノイトラール赤穎陣ノ像ハ不興明ニシテ，共ノ色調叉淡ナリ．又直テニ核染

色テ呈ス．期ノ如ヰ乾燥組織片二於ケル反雌ノ強弱浦長ハ乾燥度ノ組織片ノ部位的差異二基

ヅクモノナル事ハ勿筑ナリ．師チ組織片ハー榛二乾燥スルモノニ井ズシテ表厨ノ乾燥度ハ常

二中心部ヨリ大ナリ．

 次二乾燥組織片ノ肉眼的性秩及組織學的劉ヒノ大要テ連ペン、鞭良二乾燥セル組織片二於

テハ，英ノ表面ノミ健二乾燥シ，濁ルル二組織中心部ハ筒健常組織ノ如ク柔軟ナリ，新ル程

度ノ組織片ニアリテハ組織學的瞼査二於デモ組織中心部ニテバ細胞形態ハ殆ンド剣ヒナク，

細胞機能モ能ク保持サレ墨粒貧食・超生髄染色及rオキシダーゼ」反廠モ著明二現ハル．表暦

部二當リテモ荷少数ノ貧食細胞・超空騒染色細胞現ハレ，多数ノ墨粒吸着細胞テ見ルデ常ト

ス．中等度乾燥組織ニテハ表暦都ハ梢々硬ク，濠澗感ナク，白色ニシテ異様二透明，血液二

汚染セル郡ハ褐色ナリ・中心ノ小部分ハ健常組織ノ性状テ育シ，火ノ色調・硬度ハ酪々鐘化

ナク潔潤ナリ．カカル中等度乾燥組織二塁粒貧食・超生鰯染色テ地ス時ハ，中心部二於テハ

定型量的ナル粒貧食1・超生髄染色纈随テ現ハス細胞テ認ムルモ，表暦部二於テハ殆ンド全ク

認メジメズ．然レドモ肘墨粒吸着際ハ著名ニシテrオヰシダーゼ穎粒モ認メラル．一般二乾

燥組織二於クル組織球性細胞ノ超止髄染色穎粒ハ比較的小形ニシテ，時二正圓形ナラズヤヤ

不正形ナルモノ多ク，増大ノ傾向テ示スコト少ナシ．更二合ク乾燥セル組織二於テハ組織表

暦部中心都共二乾結シテ堅ク，撚澗感ナシ．期タノ如キ組織二於テハ趨生鑓染色二於テハ直

テニ淡ク瀬蔓性核染色テナシ墨粒貧食超生髄染色共二陰性ナリ．細胞外形ハ不規則トナリ原

形質ハ穎粒筏トナリ萎縮セル観アリ．「オキシダーゼ穎駈ハ白血球二於デノミ出現シ，組織

球麟蜘胞・緒締織細胞ニハ現ハレス．唯塵二中心部二於テ組織球性細胞二於テ出現スル事ア

リ．文中心部二於テノモ墨粒吸著細胞像ヲ誌ム．組織性肥昨細胞ハ其ノ果鮒飛散縮少シ，飛
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敵セサルモノモ「ノイトラール赤二勤スル染色性テ金ク消失スルカ或ハ穎粒ノー部二於チノ

｛淡染スル事多シ．

 乾燥組織ノ「ヘマトキシリン・エォデン」染色穣本テ検スルニ，乾燥ニコル損失重量47．5宕

ノ組織片二於テハ，（勿論コノ穣痩ノ乾燥ニテハ墨粒貧食・「ノイトラール赤趨生鵠染色ハ陰

性ナリ）細胞及締綿織繊維ハ健二収縮シテ英ノ外廓不規則ナル外ハ著名ナル劇ヒヲ見ズ，核

染色ハヨク保タル．但シ外表二近キ部二於テハ核構造ハ濃染ノ傾向アリ．

          第二節廿日鼠腎臓二於ケノγ實験成績

 第1章言已載ノ方法ニヨリ，新鮮ナル廿日鼠腎臓テ英ノ儘分割スル事ナク，盤化「カルチウ

ム」乾燥藩内ニテエ時間乃至24時間乾繰シ，之テRi㎎・・氏溶液二1時間乃至6時間（1例ハ

26時間）浸漬ノ後「ノイトラール赤趨生鐙染色テ施シ，腎上皮細胞残二曲細尿管上皮細胞二

於ケル染色顧救出現ノ有無テ槍シタルニ葉ノ結果ハ第3表ノ如シ．

    第三表廿日鼠腎臓二於ケル乾燥實験     廿日鼠腎織ノ重量ハ0・0635乃至

                          O．1ク65瓦ナリ． 實駿温度ハ20－24

   ｝轡，讐㌣簑生㍑篇廣一シ1，乾燥一ヨ峨重麟

     23 α1287 0．1042 1卿  十十  1  ハ19・O乃至69・3形ナリ・

     24 ㎝6351α0420 339  ＋  2   表二於テ見ル如ク，腎臓ノ乾燥

     23皿09251皿06033↓8＋ 1石程度ハ腎上皮細胞ノ趨生鑓染色纈
     20  0．1423  0．0813   42．9     一ト      3

   21－22 α0815 0．0435 46刀  十  3  削11現二著名ナル影響テ布スノレハ

     24 α⑪788 皿0393 5α1  ＋   2I5  明カナリ、塾Pチ乾燥時間ハ3時間
     20  0．1765  0－0875   50．4    一ト      3

   21＿22αOg530．0473 5α4     4  以下ニテ乾燥ニコル重量損失牽

   20．21 α075C 0－0355 52・7     乱5  50．斗名以下ノ乾燥腎組織工於テハ
   21－23  0．0865  0．0380   56．1            5

   23＿24 0．1213 0－0508 5＆1     6  例外ナク趨生髄染色陽性ニシテ，

   13’20 ㎝5IO O・0480 6＆0     24  該重量損失率以上ノ乾燥腎組織二
   20＿21  0．0880  0．0270   69．3           5I5

                          テハ超生髄染色陰性ナリ．

 中等接以．』ニニ乾燥セル腎臓ハ表面階凹シテ雛紙ヲナシ英ノ硬度ヤヤ硬ク，漁潤感ナシ，撚レ

ドモRi㎎・・氏溶液二1－2時嗣浸漬スル時ハ萎縮セル表面ハ膨隆シ共ノ容積八大トナル．カ

カル腎組織二超生髄染色テ施ス時ハ向コク美麗ナノレ染色築轍テ現ハス．全ク乾楴萎縮シタル

モノニ於テハ「ノイトラール赤ニョリテ直テニ瀬蔓性染色テナシ超生鵠染包穎粒ハ現ハレス．

           第；節家雛肉腫二於ケノレ實験成績

 余ハ前2節二於テ種々ナル乾燥度ノ皮下締締組織並二骨組織二於テ，聡粒貧食一一’ノイトラ

ール超生髄染色・「ラビレ・オキシダーゼ」反騰ノ有無テ粉シ，健常組織細胞二於テ細胞機能保

持二必要ナル鍛低水分合荷最ノ奈遼二存スルヤトイフ問題二対シ，幾分ノ外廓テ得タリト信

ズ、

 余ハ更二此ノ乾燥ノ間題二基グ興味深ヰ家難肉腫二就テーニノ實駿テ行ヒダルヲ以テ左二

共ノ糸吉果ヲ幸摂告ス＾＝シ．
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 實験材料ハ藤浪教授恵與ノ藤浪系家難肉腫ノ乾燥材料テ移植ニヨリ護生セル肉腫テ用ピタ

リ．

 豫備費験トシテ、新鮮家雛剛頂ノ組織學的研究並二共ノ超生鑓染色二就テ検索セリ．家難

肉腫ハ駆二知ラルル如ク紡錘形綱胞粘液肉腫ナリ．肉腫細胞ハ多クハ紡錘形ナレドモ英ノ大

サニ大小アリ，英ノ原形質ノ量二於デモ遊ダ多午モノアリ又少ナ手モノアリ．細胞形モ必ズ

シモ紡錘形ト眼ラズ，或ルモノハ固形二近ク，或ルモノハ不正形ニシテ鈍磨セル1個或ハ2

個ノ突起テ有ス．核八大形ニシテ多クハ構固形ナリ．原形質内ニハ大小多敷ノ光級屈折塵彊

手輝耀性穎粒戎ハ雛溝状物テ認ム．荷之等肉腫細胞間ニハ多数ノ組織球及白血球ノ遊走性細

胞介在ス．「ノイトラール赤ノ超生鐙染色テ施シテ検スルニ，肉腫細胞ノ或ルモノ八大小美

麗ナル「ノイトラール赤染色顧粒テ票田胞咳二近キ原形質内一州現セシムルニ，｛他ノモノハ全

然染色穎睡テ現ハサズ，勿論核染色モナシ．上言巳ノ如キー「ノイトラール赤超生麗染色陽睦ナ

ル紬抱ハ肉腫縞蛎ノ周蓬部ニテ粘測ピスル事少ナキ部二歩ク，結節中心郡ニテ細胞ノ粘液化

多キ部ノ肉腫鯛胞ニテハ笹生鍛染色纈繊現ハレスシテ原形質内二多藪ノ大形球躍性滴状物1チ

認ム．愉肉腫紬胞間二介在スル組織球及向血球ガ著名ナル「ノイトラール赤染色穎粒テ現ハ

スハ勿論ナリ．

 次二「オキシダーゼ」反悠テ試ミタルニ，「ラピーレ・オキシダーゼ」顧粒ハ陽憧ニシテ深青

色微小ノ穎粒トシテ原形質内二鮎住ス．「スタビーレ・オキシダーざ」穎粒ハ出現セズ．

 乾燥賛験一新鮮ナル腫瘍結節ノ周魅郁ニテ細胞成分多ク褒育盛ナル部分テ取リテ材＊｛いナ

セリ．乾燥方法及延ノ他ノ操作ハ前馴上日鼠二於ケル場合二回ジ．實験成績ハ第4表二示ス

如シ．

 師テ80乃至9q右ノ撰尖重量テ赤セル乾燥＝唾膓組織テ見ルニ，英ノ容磧ハ著シク縮小シテ金

ク乾燥シ，帯揚ニシテヤヤ透明性アル鱗屑隊物トナル．而シテ著名ナル事費トシテ乾燥組織

ノ膨；ヒ〃ノ基グシク強大ナル事ニシテ，生理的食＝駒水二浸漬ス1ノバ速二膨化増大シテ英ノ容

積テ恢復ス．之テ鏡捻スルニ腫瘍細胞ハ殆ンド全ク新鮮ナルモノト厚別シ難ク形態的ニハ差

異テ見出ス事会ク困難ナリ、然レドモ「ノイトラール赤染色テ雄スニ腫瘍細胞ハ全然生鐙染

色穎粒テ現ハサズ但シ稀二稽々大形ニシテ「ノイトラール赤二淡染セル固形類粒ノ蝸時二

第四表 家鶏肉腫二於クノレ乾燥實験

番；温度 乾燥前≡乾燥後；損 失重量■重量重量牽

超生髄 ナキシ
ター一ぜ

號 （α） （瑚＝（瓦）． （％） 染色 反騰

   1乾燥i浸漬1浸漬後移植實験一  ；   」時間ミ時間重量

」 1’       一一  一一 一  I 一■
一                             ．    、    一

1 15－20 α3905．皿0706 81．9
一 十 120「41α2773

2 〃 α290工 0．0343 8＆2
一 十

20」41α2045     1

3 〃 O．1627 O．0189 88．4
， 十 24 ． 4 α1199

i

4 〃 O．1752 O，0176 9010
一 十 24 鰍S 0．1424

5 〃 O．1030 O．0092 91．1
一 十 24 ！ 4 1 O．1050

6 13＿20 02017一 O．0301 85．ユ
一 十

7 〃 O・32330・0275． 91．5
一 土

十（I號家脇） 24 124 1一
E（・峨鵜）1・・1・1一
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2個テ布スルモノアレド，コハ其ノ所見上ヨリ固有ノ生鰹染色繍立トシテハ疑問テルモノナ

リ．寧日脂肪染色ト思ハル、絢乾側醐募組織ニテ「ラ“一レ・オキシダーゼ取癬テ試ミタル

ニ，腫瘍細胞ハ少数ノ「オキシダーゼ懸粒テ現ハシタリ．

 上述ノ如ク家雛肉腫細胞ハ乾燥ニコル損失籔量80乃至90％ナル組織二於テハ「一ノイトラー

ル赤ニコル超生駿染色ハ全ク陰性ナリ．但シ「ラビーレ・オキシダーゼ」反騰ハ傑二陽性ナリ

如斯超生鎧染色陰性ナル乾燥腫瘍組織ノ移植能カハ如何．

 余ハ第4表二示ス如ク，新鮮ナル腫瘍組織0．2乃至O．3五テ取リ13度一20皮ニテ1日乃至3

日間乾燥セルモノテ8時間乃至1日生理的食盤水ニテ膨化セシメ，非ノー部二於テ趨生鰐染

色陰性ナルテ藤メ，他テ各々家雛第I號及第II號ノ右側肋筋内反右倒大腿部二移植セリ．移

植ニハ約I0㏄ノ生理的食麗水ニテ膨化シ，細切セル腫瘍材料テ，英ノ食盤水ト共二大ナル減

薗注射器（50・・）二取リ，之ヂ家難筋肉内二注射セリ．新クズル時ハ移植操作モ箪簡ニシテ細菌

感染ノ憂少ナシ．第I號ニテハ移植後2週間ニシテ右腕都二胡桃大ノ腫瘤テ鰯レ，5週間ニ

シテ肩側胸部二小見頭人ノ腫瘍テ，右大腿部二鷲卵犬ノ腫瘍テ欄レシメ遂二衰易易ノタメ死セ

リ・剖検スルニ右腫瘤ハ肉眼的ニモ組織學的ニモ定型的ノ家雛肉腫ナリ．家雛珊II號即チ3

日間乾燥セル材料ラ移植ゼルモノニアリテハ移植後3週間ニシテ難卵大ノ肺糊テ移植部位二

認メ，之ガ組織撃的検査二於デモ疑ヒモナク家雛剛唖タルテ認メタリ．凹チ以上ノ實験二於

テ超生鐙染色陰性ナル乾燥腫瘍組織（乾燥ニコル損失亜量率85乃至9I劣）モ荷移植能カノ低下

テ示スコトナク，實験例2例ガ2例共二移植實験陽個1二現ハレタリ．

            第三章 賓験成績総括及考案

 前車實験域績テ総括スレバ左ノ如シ．

 1．細胞機能ノ保持二対スル極限乾燥度．墨粒貧食及「ノイトラール赤超生鐙染色．テ指示

反艦トシテ細胞生命ノ有無ヲL決定スル場合二，細胞ハ如何ナル程一度ノ耐乾燥性テ育スルモノ

テリヤ，葉ノ限界ハ如何．余ガ甘日鼠皮下組織球性細胞二於ケル實験ニテ，参期ニテハ最大

重量損失牽42－4名ニシテ，夏期ニテハ27．6％テ得タリ．而シテ廿日鼠腎上皮細胞ニアリテハ

5α4％ナリ．荷移植實験ノ陽性テ以テ細胞生命一ノ標準トスル時八家雛肉腫ニテハ賢二91．5％

ナリ．種々ナル細胞ガ周園「メチウム」ノ乾燥二対シー定度ノ抵抗カテ有シテ英ノ生命或八機

能テ保持シ得ルハ想像シ得ラノりレモ，余ガ得タノレ前言巳敷植テ皿テ直二各々細胞ノ耐乾燥カト

スルコトバ筒考慮テ要スル問題ナリ．先ヅ細胞直接周幽ノ「メデウム」ガ果シテ前記数値ノ乾

燥程度二達セリヤト云7二，既述ノ如ク，賛験組織片甚ダ小ナリト離モー篠ニハ乾燥セズ，

組織表暦ハ乾燥度高ク中心部ハ乾燥度低シ．耐シテ生命反騰ノ陽性ナル細胞ハ多ク中心部ニ

アリ．組織球性細胞ガ各期二於テ42．4名ノ乾燥二i」耐ヘタリト育7モ，之レ組織片全鐙トシテ

ノ平均乾燥度ニシテ實験細胞ノ直接周幽ノ乾燥皮ヲ・示スモノニ非ラズ，中心部乾燥皮ハ恐ラ

ク前記ノモノヨリ著シク低キモノナルベシ．撚ラバ細胞ノ貝ノ耐乾＝躁性ノ縄対的限界ハ如何

ト言7二，之レ余ガ實験方法ニテ余ガ實騒細胞種二社リテハ明言スル事不可能ナリ．撚レト
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モ前章二於テ示ス如ク廿日鼠皮下組織球惟細胞ハ冬期二於テ乾燥度35．8名ニテ既二塁粒貧食

及ノイトラール赤超生鵠染色陰性ニシテ，該乾燥度以．上ハ勿論生命反騰陰性（例外トシテ424

％乾燥度ノモノ1例ハ陽性）ナリ．同シク夏期二於テハ25．ヰ％以上ノ乾燥組織片ニテハ生命反

廠陰性ナリ（例外トシテ27．6％乾燥度ノモノ1例ハ陽慨）．廿日鼠隊止皮細胞ニテハ50．悌以

上ノ乾燥組織片ニテハ「ノイトラール赤超生鐙染色陰性ナリ．卿チ組織球性細胞或ハ腎上皮

細胞ノ直接周團「メチウム」ノ乾燥度ガ上記夫々ノ乾燥度以上ナル場合ハ共ノ墨粒貧食能及ビ

「ノイトラール赤彊取機能ハ剥奪セラルル事確實ナリ．前記例外トシテ42．4％及27．6％乾燥

ニテ陽性ノ側ハ共ノ組織片中心部ニテハ乾燥皮ハ恐ラク夫々35．8％及25．批以下ナルコトテ

想像セラル．

 前述ノ如ク乾燥ハ細胞機能保持ノ障害ノ大ナル原因トナリ得ルハ明カナルモ，細胞機能障

害ノ原因トシテ筒此ノ場合二於ケノレ湿度及時間ノ闘係ラ考慮セザノレベカラズ．上記實験成績

ノ結果ガ果シテ乾燥ノ｛ノ結果テリヤ．余ガ本研究第1報二示セルガ如ク，R｛㎎町氏溶液

ニテ廿日鼠皮下組織球ノ「ノイトラール赤超生駿染色ハ20度ニテヰ6時間，．30度ニテ19時間，

墨粒貧食ハ夫々溜皮ニテ45時㎜及ビ15時間二夏リ陽性ニシテ，廿日鼠腎麟二於テハ夫々溜度

ニテ超生観染色ハ43時間及ビ20時間二夏リ陽性成績ヲ得クリ．敬二本實駿成績ハ前言巳域綾二

比シ省シク短時間ニテ反膝陰性トナレルテ以テ湿度乃1季1時間的開係ガ主原因二非ラザルヲ確

言シ得．但シ第2表箭號4／19．9劣乾燥ニテ反確陰性トナリ幻レハ明カニ温凄及時間的障害

作川ノ結果ナルコトラ推断セシム、以上ノ考按ニヨリ廿日鼠皮下組織球性細胞ハ参蜘（實駿

温度10－20度）ニテハ細胞直桜周囲「メチウム」ノ乾燥度35．8％以上ニテ，夏期（實験渦度I9－

30度）ニテハ25．彬以上ニテ墨粒貧食及「ノイトラール赤趨生澄染色ハ陰性ニシテ，甘日鼠腎

上皮細胞ハ夏期（實験程度13－24度）ニテ50．4名以上ニテ「ノイトラール赤超生麗染色陰僚ナ

リ，

 2．墨粗食食・「ノイトラール赤超生観染色・「ラビーレ・オヰシダー匂反磨ノ乾燥二対スル

抵抗力．髄外二取リ用セル組織二於テ墨粒貧食機能ガ「ノハラール赤趨生饅染色二比シテ英

ノ存続期間ハ健二短カク．「ラビーレ・オキシダーゼ」反騰ハ前二者二比シテ蓬二長キ存綾期閥

テ育スル事ハ既二第i報及第2報二於テ報告セルガ如シ．細胞ノ異物貧食機能ト色素鑑取機

能トハ類似或ハ同一ノ機鱒ノ下二行ハレ，両者ノ境界タルヤ薬ダ曖昧朦朧タリ．或ル事者ハ

両者ハ全ク異ナレル機能ナリドシテ繊然タル境界テ立テントシ，或ル學者ハ両者テ同一ノ機

能二麗スルトナシテ色素粥取デモ貧食機能二抱括セントシ，叉或ル學者ハ両者ノ間二明確ナ

ル層別ナク其ノ間二移行型チ認メントセリ．余ガ乾燥實験二於テハ第1表及第2表二示セル

如ク墨粒貧食ト「ノイトラール赤撫取トハ面々相伴ヒテ出現或ハ消失シ，一機能ガ他ノ機能

二比シ特二耐乾燥性大ナリト青フ事ナシ．換青スレバ爾機能ノ耐乾燥性ハ略々同一ナリト言

フチ得ベシー印チ典ノ耐乾燥性ヨリスレバ貧食及撮取ノ爾機能ハ同一ニハ井ラナルベヰモ，

少ナクトモ遊ダ酷似セル機能ナルベシト考ヘラル．之二反シ「ラビーレ・オキシダーゼ「反騰

ハ前二者ヨリ著シク耐乾燥牲強ク貧食及舞取機能消失後モ能ク保持セラレタリ、腎上皮細胞

                  【132〕



職種細胞二於ク’レ生命反騰ノ吟味（第三報〕 3η

及家難肉腫細胞二於デモ「ノイトラール赤趨生髄染色消失後モ［ラビー1ノ・オキシダーゼ反騰

ハ永ク陽性ナリ．

 3、細胞種ニコル耐乾燃雌ノ差異．家雛肉腫細胞二就テハ今暫ク措キ，普通ノ誰細胞二就

テ細胞種別的耐乾燥性ノ差異アリヤ．果シテ之レ有リトスレバコハ如何ナル理由二基クモノ

テリヤ．余ガ實験二於テ皮下組織球性綿胞トI隊上皮細胞ヲ比較スルニ，乾燥虞前者ハ35．8％

（温度19度）或ハ25．4劣（温度29度）ニテ，後者ハ50．妬（温度2I一一22度）ニテ趨生誰染色不能ト

ナレリ．カク見ソバ腎上皮細胞ハ皮下組織球二釣シテ耐乾燥性高ギガ如シ．然レドモ上述ノ

如寺乾燥ニヨノレ水分蒸護ノタメノ損失重量奉テ以テ細胞耐乾燥個三ノ差異テ云々スルハ果シテ

當テ得タルモノテリヤ．抑々組織ノ水分含有最ニハ多少ノ動揺アリトスルモ健常テルモノニ

アリテハ常二峰々一定量ノ．水分テ含有シ組織固有ノ硬度テ育スルモノナリ．而シテ組織ニョ

リテ水分含有量異ナレリ。然レハ著シ損失重量牽テ以ナスル時ハ水分含有量ノ大ナル組織程

共ノ細胞放分ハ耐乾燥性大ナル結果トナラザルヤ，叉遊走性細胞ノ如キバ共ノ遊走能カニ關

シ英ノ届研ニヨリ耐乾燥性二著大ナル糟減テ來ス事トナラザルヤ，果シテ然バラ之レ茶ダ奇

怪ナル事ナリ．敬二細胞ノ耐乾燥性ノ標準トシテハ損失重量牽ノ代リニ乾燥後ノ組織ノ水分

含有率チ皿テ標準トセバ可ナルペシ．余ハ健常廿日鼠皮下組織及腎臓ノ水分含有量テ醤化學

的操作ノ下二檎シ，皮下組織（脂肪組織テ合ム）ハ6ク．63劣腎臓ハ76．17名ノ水分テ含有スル事

テ知レリ．

 （合水量測定ハ須藤憲三著小馨化學實習二体リタリ．）

之ヨリシテ乾燥組織ノ乾燥後二於ケル水分最含有量テ計算スルニ錦5表ノ如シ．

第五表 反騰陰性トナル最小乾燥度

温度
@（α）一

乾燥前1

d量」
損失
d量率
@（％）I｛L－

@35，8

@25．4

乾燥後?ｪ合宥量
i計算値）

@（％）…               L■■   …’

組 織

黶｡ 49，6

T6．9

超生髄

�Fi中心部）一■一  1

@一
@一

皮下組織

C

19

Q9

乾燥
條ﾔ一一  I ■  一・■一

@5
@4
P’一

腎組織 21＿22 0．0953 …j ．5ZO 一1・

 副チ皮下組織球性細胞ハ19皮ニテ組織水分含有量49．6名以下ニテ，腎上皮細胞ハ21一一22度

ニテ組織水分含有量52．O％以下トナルト手燈生鑓染色陰性けル結果トナレリ．両種細胞テ

比較スルニ超生膿染色二開スル限1リ英ノ耐乾燥性二大ナル差異ハ認メ難キ結果トナリ，寧日

耐乾燥憧ノ蓬ダ近似ゼルテ想像セシム．勿論反廠陰性ノ最小乾燥度テ貝テ，細胞種ニコル耐

乾燥憧ノ同一ナル事テ確欝旱讃明シ得タリトスノレモノニハ非ラズ．然シナガラ以上ノ如ク皮

下組織球性細胞ト腎上皮細胞二於テ乾燥後ノ組織水分含有量ガ雨着トモ約50名トナル時共二

越生髄染色陰性トナレル事ハ遊ダ興味深キ事ニシテ，同一生命反騰二關シテハ細胞種ハ同一

ノ或ハ略々近似ノ耐乾燥性テ示スモノナルコトテ想像セシム．

 家雛肉腫組織ノ乾燥材料ガ共ノ移植カニ闘シテ著シク耐乾燥性二窟｛重量二損失牽91．5％二
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テ向コク移植可能ニシテ，甘日鼠皮下組織及腎組織ノ而幟燥カト比較スベクモ非ラザル程強

大ナリ。乾燥肉腫細胞ガ期ノ如キ乾燥二耐ベテ押ビ蘇生褒育スルモノトセバ之レ生物學上ノ

ー大驚異ナリト言7ベシ．

 而モ乾燥セル腫瘍細胞ガ生理的食髄水中ニテ再ビ膨化シテ殆ンド健態腫瘍細胞ト国別シ難

キ迄二其ノ形態テ恢復シ，乾燥腫瘍細胞ガ死滅セルモノトハ俊二勘定シ難キ熱アレバナリ．

近時學番ハ該肉腫移植カノ原因テ公微生鰐或ハ化學的物質二求メントスノレ無細胞読ニコラン

トスル傾向アリ．英ノ原因ノ決定セサル今日本肉腫細胞ノ耐乾燥憧テ余ノ行ヘルー小賢験ノ

結果ヨリ論スルハ不可能ナリ．

 4．廿日鼠皮下組織二於クル耐乾燥性ノ季節的蟹化．第1表及第2表二示ス如ク冬期ト夏

期トニ於テ同一種組織二於テ英ノ耐乾燥性二差異テ認メラル．印チ墨粒貧食及超生誰染色陽

性ナル最大乾燥良二於デモ，生命反確陰性ナル最小乾燥度二於デモ冬期實験ハ夏期實験ヨリ

モ大ナリ．換青スレバ参期ニテハ夏期ヨリモ皮下細織ノ耐乾燥性大ナル結果トナリクリ．之

レ季節ニコル濁度的差異（各期ハ夏期ヨリ實験温度約10度低淑ナリ）ガ大ナル原因トナリタリ

ト考ヘラル．

 5．乾燥ニョル細胞機能ノ障害作用ノ原因．細胞二一定ノ乾燥二勤スル抵抗一カァリトスル

モコノ限界テ超エテ乾燥スル時ハ細胞機能ハ衰へ其ノ有機的構造ハ破壊サレ憲二細胞ノ死滅

スル事ハ明カナル事費ナリトス．細胞内化學反磨二於テハ反贋物質ノ溶媒トシ叉八反騰物質

トシテ水分ハ必須ニシテ，乾燥ニコル水分不足ノ場合細胞内化馨反確ハ阻害セラレ細胞ハ死

滅スルハ論ヲ侯タ犬燃レドモ細胞テ期カル強度ノ乾燥二曝露スノレコトナキモー程度二水分

テ炎ヒ既二細胞膜原形質或ハ核等ノ膠醸状態ノ不可逆性愛化ガ超リ細胞ノ援取排泄ノ物質代

謝障害セラルレバ細胞ハ死滅二終ルベシ．細胞機造殊二細胞膜ノ膠様状態ト密接ナル關係ニ

アハ思権セラノりレ異物貧食・色素撮取等ノ生活現象ガ膠様状態ノ僅微ナル愛化二直テニ影

響セラルルハ想像二難カラズ．余ノ實験二於テ皮下組織腎組織ガ明カニ多量ノ水分（49．6宕

乃至56．9形，第5表参照）ラ合有スルニ既二組織酬生細胞及腎上皮細胞ハ会食撮取不能昌陥リ

タルハ恐ラク乾燥時二於テ膠様状態ノ不可逆性愛化超リシ爲ニシテ，細胞内ノ水分不足ノ結

果ニヨルベシ．狗乾燥ニヨリ組織液ハ濃縮†レテ，高調溶液トシテ細胞二有書二作用スル事

モ考ヘラル．然レドモ擬類高調溶液ハ低調液二上ヒシテ其ノ障害作用ハ少ナク，余ガ實験二於

ケル程度ノ乾燥ニテハ組織液ハ凡ソ2分ノ1乃至3分ノI二濃縮サレタルバニシテカカル

程度ノ高調液，凡ソ1．8％乃至2．7％食監水溶液二利富ノ浸透駆ニテハ細胞殊二皮下組織球牲

細胞ノ貧食・撮取作用ノ障害的影響ハ僅少ニシテ，乾燥ノ障害作用二湊透墜ノ愛化ガー部ノ

役割ヲ漬スルハ事費テルモ，湊透歴ノミテ以テ全部テ説明スル事難シ．（濠透壁ノ貧食・鑑取

作用二及ボス影響ノ詳細ハ後日宰揖告スル所アルベシ）

 6。文戯ノ批制。組織成ハ細胞ガ堪エウル極大乾燥度二關シテノ研究業績ハ遊ダ少ナク，

卒滑筋二於テハ組織含有水分ノク7－9コ名テ脱水セル場合二於テ荷牧縮機能テ保持スト言ヒ

（Moro・・w），蛙心筋八重量損失7C－80名ニテ（M・ro昌。w），海狸卵巣ハ5晩ニテ愉生命テ保
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特スト書7（Ka11・s，H二・Imuth）．然レドモ之等ノ實駿数値八家兎耳殻蛙心臓，海狭卵巣等ノ

平均乾燥度ニシテ，反陽性ナル平滑筋・心筋・卵細胞自己ノ乾燥程度テ示スモノニ井ラズ．而

モ期カル大ナル臓器二於テハ其ノ表面ハ充分二乾燥スルモ臓器中心部二於テハ蔵相當二濠潤

ナル部位無キナ保セブ余ガ得タル賛験数値ヨリモ遊ダ高キ値デ示セルバ勿論紬胞種ノ異ナ

レルニモ基因スペキモ，實験組織ノ大小二審シヰ開係アリト思考セラル．恐ラク平滑筋・心

筋ソレ自饅ノ極限乾燥度ハ前言巴数値ノモノヨリ低キモノナルベシ．然レドモ愉最近MOr・S・W

ハ更二乾燥組織ノ培養實駿テナシ産ダ高キ耐乾燥性テ讃セリ．印チ家雛万台兜刈簡・心．Axo1・tI

ハひ・皮樽，蛙ノ皮樽・心・撃凡，入胎児ハひテ0，000！瓦テ取リテ乾燥シ，組織培養ニョリテ

英ノ乾燥抵抗度テ検シタルニ，一般二乾燥ニョル組織重量損失奉67劣一90．7弟ニテ街陽憧賊

綾チ得タリ・（但シ皮樽ハ4拓一3・2名）．耐シテ組織睡ニョリテ乾燥二靭スル抵抗力異ナリ，

家雛胎瑚簡ハ水分ノ95．9名チ夫アモ向再生活ヲナスニ，蛇皮膚ニアリテハ58．1％ナリ．一見

外刺戟二曝露サルル皮騎ガ臓二上とシテ乾燥二対シ弱ギガ如シ．之ハ皮膚ハIyoph・b・s Kolloid

ナルガ爵ナリト言ヘリ．衡系統獲生撃的二島寧動物ト下等動物トヲ上ヒ錠スルニ，普通考ヘラ

ルルガ如ク下等動物ハ高等動物ヨリモ乾燥二対スル抵抗〃殊二大ナルコトナク，耐シテ高等

動物モ大ナル抵抗カテ育スルト書ヘリ．Morosowノ該實験ハ甚ダ興味アルモノニシテ，英

ノ極限乾燥抵抗度ハ余ガ實験ニョリテ得タル蜘直ヨリハ遊ダ高シ，之レ動物及賛験方法ノ異

ナル爲ニハ非ラザルカト思考セラル．

結   論

 1一本被告ハ暗殺；直後ノ廿日鼠ノ皮下組織及腎臓チ、盤叱「カルチウム」乾燥器内ニテ種々

ナル程度二燥乾シ，之テー定時間Ri㎎er氏溶液中二浸漬歓叱セル後皮下組織球性細胞及腎

上皮紐抱二就テ墨駈貧食・「ノイトラール赤艦生鐙染色試験チ施シ，時二「ラビー1バオキシダ

｝ぜ」反腔デモ試ミ，紬抱ノ燥乾二勤スル抵抗〃ノ如何テ決定スルタメニ行ヘル實験賊綾ナ

リ。簡藤浪系家雛肉腫二就テ移植實験ニヨリ英ノ耐乾燥性デモ實験セリ，

 2．墨粒貧食1双「ノイトラール赤趨生髄染色陽性テ皿テ稔セル甘日鼠皮下組織球性細胞ノ

最大1耐乾簗性ハ組織片ノ乾燥ニコル重駐減少率冬期二於テ424劣（實験温度20度），夏季二於

テ2ア．6名（實蹴恩度23－5一一24度）ナリキ．墨極貧食及「ノイトラール赤趨牛鐙染色ハー般ニハ冬

期二於テ乾燥ニコル損失重駐35－8％以ヒニテ陰性トナリ，1夏期二於テハ25．4名以ヒニテ陰性

トナレリ．

 廿日鼠腎臓二於テ腎ヒ皮細胞ノ「ノイトラール赤撞生燈染色ハ，腎臓ノ乾燥ニコル重量損

失50．斗名以下ノ場合ハ陽座ニシテ，50．十考以止トナル時ハ陰控トナリタリ．但シ温麦ハ20－

2披’｝ス．

 副チ哺乳動物阻織モ或ル程座ノ耐乾燥性テ育シ，廿日鼠二於テ英ノ段下組織ハ組織重騒ノ

約4分ノ1ノ｝至5分ノ1テ減少スル時二於テ，腎臓ハ約2分ノ1テ減少スル時二於テ鑑粒貧
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食及超空騒染色陰性トナル、上述皮下組織二於クル賛駿蔵績二認メタル耐乾燥性ノ季節的差

異ハ主二該實験テ試ミタル室温ノ相違二基囚スルガ如シ。

 3．細胞ノ生命反廠トシテ使用シタル墨粒貧食・「ノイトラール赤超生観染色及「ラビーレ・

オキシダーゼ」反艦ノ乾燥二対スル抵抗カハ，前二者蜘チ墨粒貧食ドノイ｝ラール赤趨生鑓

染色ハ略々相等シク，「ラビーレ・オキシダーゼ反鹿1ハ前二者二比シテ著シク強シ、而シテ甘

日鼠皮下組織蜘生細胞及腎上皮細胞二於ケル墨粒貧食及趨生麗染色反騰ハ組織ノ水分含有量＝

ガ約50宕二減少スル時雨反確酪々同時二陰性トナル．

 4一家難肉腫ハ其ノ新鮮ナル組織0．2乃至0．3瓦テ1日乃至3日乾燥シ，英ノ重量損失85・1

乃至91，5％二至ルモ能ク移植能カテ保持ス，勿論カカル高度ノ乾燥ニテハ腫瘍細胞ノ「ノイ

トラール赤超生髄染色ハ陰性テルモ，「ラビーレ・オヰシダーぜ」反廠ハ健二陽性ナリ．而シテ

如断高度ノ乾燥腫瘍組織テ生理的食麗水中二浸漬スル時，腫瘍細胞ハ再ビ膨化シテ，健常ナ

々腫瘍細胞ト殆ンド厘測シ難キ程度二其ノ形態テ恢復ス・但シ前述ノ姉ク超隼鑓染色ハ陰性

ナリ．然レドモ該腫瘍起原ノ本態ノ決定デ見ザル争日二於テ移植實験成績テ皿テ腫瘍細胞其

ノモノノ耐乾繰性テ論ズル事不可能ナリ．且父余ガ欝験二於テ乾燥セル腫瘍細胞ガ果シテ死

セルモノテリヤ或ハ又生濡セシモノナリヤハ充分二決定シ得チリキ．

筒本質敏二使用シタル家鶏肉腫材料ハ京静帝國大學病理撃教室藤渥鑑教授ノ御息興下サレジモノナリ．

同教暖二醤シ戴二深甚ノ翻意チ表ス．
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